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朝
霞
に
人
間
の
最
初
の
足
跡
が

認
め
ら
れ
る
の
は
「
泉
水
山
・
富

士
谷
遺
跡
」
の
調
査
か
ら
、
お
よ

そ
三
万
年
前
ま
で
遡
り
ま
す
。

集
落
と
し
て
は
、
市
の
東
の
台

地
に
あ
る
「
柊
塚
古
墳
」
に
そ
の

足
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
中
世
ま
で
の
朝
霞
に

つ
い
て
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
く

有
力
な
武
将
も
現
れ
ず
、
中
世
で

は
河
越
氏
の
勢
力
下
で
し
た
。

河
越
の
太
田
道
潅
が
古
河
公
方

や
長
尾
景
春
と
戦
っ
た
時
、
河
越

と
江
戸
の
中
間
の
宿
場
「
膝
折
宿

に
布
陣
し
た
（
一
四
七
八
年
）
こ

と
や
、
約
四
百
年
前
の
、
岡
三
丁

目
に
あ
る
城
山
公
園
に
は
土
塁
や

空
堀
が
残
っ
て
い
て
、
道
潅
の
持

城
で
あ
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

朝
霞
で
最
も
古
く
か
ら
栄
え
て

い
た
の
は
宿
場
町
の
膝
折
で
す
。

『
廻
国
雑
記
』
と
い
う
紀
行
文
に

〝
ひ
ざ
お
り
と
云
え
る
里
侍
り

… 

膝
折
の
市
に
「
脚
気
」（
き

ゃ
っ
け
）
を
売
る
店
あ
り
け
る
〟

と
あ
り
、
脚
気
と
は
竹
で
編
ん
だ

籠
で
、
朝
霞
に
お
け
る
特
産
物
の

元
祖
で
し
た
。

膝
折
宿
は
、
川
越
街
道
の
四
番

目
の
宿
場
で
、
本
陣
は
牛
山
家
、

脇
本
陣
は
高
麗
家
で
現
在
も
脇
本

陣
跡
が
残
っ
て
い
て
当
時
の
面
影

が
偲
ば
れ
ま
す
。

朝
霞
が
代
に
出
た
の
は
江
戸
幕

府
成
立
後
で
、
市
域
の
領
主
は
、

大
阪
冬
・
夏
の
陣
で
活
躍
し
て
三

代
家
光
の
代
に
、
加
藤
源
四
郎

（
内
間
木
村
）
深
津
三
茂
（
浜
崎

村
）
甲
斐
正
房
（
岡
村
）
ら
が
領

主
と
し
て
配
置
さ
れ
、
独
立
し
た

領
国
と
し
て
の
型
が
出
来
ま
し
た
。

『
朝
霞
』
と
い
う
地
名
の
由
来

は
皇
族
の
朝
香
宮
鳩
彦
に
あ
り
ま

す
。
朝
香
宮
は
戦
後
皇
族
初
の
総

理
大
臣
に
な
っ
た
東
久
邇
宮
稔
彦

の
異
母
兄
で
す
。
全
国
で
も
皇
族

の
名
前
が
地
名
に
な
っ
て
い
る
の

は
朝
霞
だ
け
で
し
ょ
う
。

朝
香
宮
は
明
治
四
十
一
年
に
近

衛
歩
兵
第
三
連
隊
の
武
官
と
し
て

演
習
地
の
膝
折
村
に
来
村
し
て
、
一

般
の
民
家
に
寄
宿
し
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
通
の
朝
香
宮
は
特
に

ゴ
ル
フ
が
得
意
で
、
大
正
二
年
に

東
京
の
駒
沢
に
創
立
し
、
昭
和
七

年
朝
霞
の
膝
折
に
移
転
し
た
名
門

「
東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
の
名
誉

総
裁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
九

年
に
は
日
米
野
球
で
来
日
し
た
ベ

ー
ブ
ル
ー
ス
や
オ
ド
ー
ル
達
が
こ

こ
で
プ
レ
イ
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
ゴ
ル
フ
場
は
「
膝

折
ゴ
ル
フ
場
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
が
、「
馬
が
膝
を
折
っ
て
死

ん
だ
」
と
い
う
膝
折
の
由
来
は
ゴ

ル
フ
場
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い

と
名
誉
総
裁
で
あ
っ
た
朝
香
宮
か

ら
、
同
じ
名
前
は
恐
れ
多
い
と
い

う
の
で
一
字
を
変
え
て
「
朝
霞
ゴ

ル
フ
場
」
と
し
ま
し
た
。

昭
和
七
年
に
朝
霞
ゴ
ル
フ
場
の

オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
、
町
制
施
行

が
あ
り
「
朝
霞
市
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。

朝
霞
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、

戦
後
昭
和
二
十
年
九
月
に
陸
軍
予

科
士
官
学
校
跡
地
に
ア
メ
リ
カ
陸

軍
が
進
駐
し
、
和
光
市
、
新
座
市

東
京
の
練
馬
区
に
ま
た
が
る
総
面

積
三
十
二
平
方
キ
ロ
の
敷
地
に
キ

ャ
ン
プ
朝
霞
が
つ
く
ら
れ
、
四
千

名
余
り
の
ア
メ
リ
カ
軍
が
駐
留
し

基
地
と
し
て
十
五
年
間
存
続
し
、

そ
の
後
南
部
に
日
本
の
陸
上
自
衛

隊
が
駐
屯
し
、
北
部
は
ア
メ
リ
カ

軍
の
基
地
と
し
て
昭
和
四
十
年
代

後
半
ま
で
続
き
ま
し
た
。

基
地
跡
は
そ
の
後
密
林
状
態
の

廃
墟
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
五

十
年
以
上
前
の
そ
の
廃
墟
の
中
に

歌
手
の
フ
ラ
ン
ク
永
井
が
働
い
て
い

た
〝
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ　

Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｅ
〟

と
書
か
れ
た
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
の

看
板
が
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
頃
に
は
、
野

戦
病
院
と
死
体
仮
処
理
場
も
造
ら

れ
て
い
た
と
云
い
ま
す
。

現
在
そ
の
施
設
跡
は
、
朝
霞
第
一

中
学
校
の
敷
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
半
世
紀
の
間
に
朝
霞
市
は

基
地
の
町
と
し
て
発
展
し
た
反
面

暗
い
不
幸
な
出
来
事
も
多
く
、
そ

の
苦
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
て
今

は
首
都
圏
の
郊
外
都
市
と
し
て
見

事
に
様
変
わ
り
し
た
姿
に
今
後
の

益
々
の
発
展
を
期
待
し
な
が
ら
見

守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「
国
交
省
」
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
業
者
へ
全
国
一
斉
調
査
。
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社
業
務
に
関
す
る
是
正
指
導
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の
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は
ど
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な
町
⑮
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